
　

兄
弟
で
一
番
弱
か
っ
た
私
が
、一
番
長
生
き
し
て

九
十
歳
に
も
な
っ
た
。予
想
外
で
驚
く
ほ
か
な
い
。

　

そ
の
原
因
は
何
か
と
考
え
る
と
、
聖
書
の
一
節

『
体
に
ま
さ
る
着
物
な
し
』に
突
き
当
た
っ
た
。こ
の

真
理
は
私
を
貫
い
た
。
私
は
着
飾
る
こ
と
よ
り
、
何

よ
り
も
好
き
な「
書
く
こ
と
」に
熱
中
し
た
。

　

自
分
が
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ

と
を
、過
不
足
な
く
的
確
に
表
現
し
得
た
と
き
の
喜

び
は
、何
も
の
に
も
代
え
難
い
。
更
に
、読
ん
だ
方
か

ら
認
め
ら
れ
る
と
喜
び
も
倍
加
す
る
。そ
の
喜
び
が

細
胞
を
活
性
化
し
、
長
寿
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

　

今
、私
は
健
康
に
最
大
の
気
を
遣
っ
て
い
る
。も
っ

と
長
生
き
し
て
、
書
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。
生
き
る

こ
と
は
書
く
こ
と
。
書
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。
表

裏
一
体
の
人
生
。幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

楽
し
ん
で
い
る
。
老
若
男
女
、わ
く
わ
く
し
な
が
ら

の
プ
レ
ー
だ
。

　

森
林
の
中
で
の
出
会
い
と
触
れ
合
い
が
、
生
活
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
。
励
ま
し
合
い
、
お
互

い
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
体
力
に
応
じ
た
プ
レ
ー

を
し
て
い
る
。マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
も
し
っ
か
り
理
解

し
、来
園
者
と
の
譲
り
合
い
の
心
も
忘
れ
な
い
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、審
議
の
結
果
新
年
度

の
運
営
方
針
が
決
ま
っ
た
。

　

今
年
も
健
康
第
一
に
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を
し
、
体

力
増
進
を
図
り
な
が
ら
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
み

た
い
。
自
ら
健
康
管
理
を
し
、
少
し
で
も
医
療
費
の

軽
減
に
な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
る
。

　

プ
レ
ー
の
準
備
な
ど
で
、毎
回
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
役
員
、サ
ポ
ー
ト
委
員
の
皆
さ
ん
へ
も
、
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

○
短
歌

真
青
な
る
空
に
新
緑
目
に
染
む
る

　
　
　

ロ
マ
ン
風
情
の
今
歴
史
館

春
の
陽
を
待
ち
わ
び
て
咲
く
福
寿
草

　
　
　

今
が
幸
せ
や
よ
い
の
日
中

愛
宕
ク
ラ
ブ
　
寺
門
　
千
江
子

青
春
の
眞
只
中
に
い
た
二
人

　
　
　

秀
樹
と
雪
路
お
疲
れ
様
ネ

西
原
長
寿
会
　
関
澤
　
み
す

庭
土
を
ゆ
た
に
湿
ら
せ
時
雨
す
ぐ

　
　
　

昼
を
仔
蟇
が
草
に
鳴
き
い
づ

朝
空
に
白
く
流
れ
る
雲
あ
り
て

　
　
　

樟
の
若
葉
の
木こ

ぬ
れ末
さ
や
げ
り

双
葉
台
（
松
）
ク
ラ
ブ
　
中
村
　
千
江
子

ホ
ー
ケ
チ
ョ
と
特
訓
中
の
う
ぐ
い
す
が

　
　
　

も
う
少
し
待
っ
て
と
今
日
も
鳴
く

笠
原
本
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
藤
井
　
邦
男

行
く
来
て
の
あ
て
な
き
庭
に
実
を
結
ぶ

　
　
　

南
天
の
木
む
な
し
く
思
え
ど

一
人
居
の
孤
独
に
な
れ
る
窓
外
に

　
　
　

い
つ
か
な
れ
る
と
ほ
う
鳥
遊
び
く
る

笠
原
本
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
木
村
　
恭
子

散
歩
道
ぎ
ゆ
う
ぎ
ゆ
う
と
音
ひ
び
く

　
　
　

木
と
木
の
摩
擦
春
風
の
お
と

鯉
淵
第
五
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
富
田
　
艶
子

○
俳
句

梅
ま
つ
り
御
成
門
よ
り
襟
正
し

若
竹
に
カ
リ
ス
マ
の
意
気
あ
り
に
け
り

浜
田
竹
ク
ラ
ブ
　
大
久
保
　
た
か

涼
風
が
ス
ダ
レ
を
通
し
う
と
う
と
と

浜
田
松
一
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
　
と
き

紫
陽
花
の
雨
に
打
た
れ
て
七
変
化

笠
原
南
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
昭
子

　
俳
句
ク
ラ
ブ
の
五
月
の
作
品
よ
り
投
稿

し
て
み
ま
し
た
。

　

袴
塚
俳
句
ク
ラ
ブ
は
毎
月
町
内
の
集

会
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
老
化
防
止

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
他
地
区
か
ら
も

入
会
者
が
居
り
18
人
で
毎
月
第
二
木
曜

日
午
後
１
時
か
ら
袴
塚
集
会
所
で
や
っ

て
い
ま
す
。

　

指
導
者
は
、
茨
城
俳
句
作
家
協
会
の

矢
須
恵
由
先
生
で
、
他
地
区
の
方
も
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

袴
塚
長
寿
会　

飯
島　

良
子

と
見
こ
う
見
多
様
な
藤
に
魅
せ
ら
れ
て

市
原
　
昭
三

渓
谷
の
緑
に
群
れ
て
鯉
幟

滝
田
　
昭
二

適
職
に
就
い
て
喜
ぶ
孫
の
春

滝
田
　
光
子

お
子
様
の
ラ
ン
チ
に
小
さ
き
鯉
の
ぼ
り

江
幡
　
定
子

夫
の
忌
の
い
く
た
び
巡
る
花
辛
夷稲

田
　
良
恵

ラ
ベ
ン
ダ
ー
夕
日
に
輝
き
瑠
璃
色
に

内
堀
　
武
子

遠
ざ
か
る
ほ
ど
に
よ
く
見
ゆ
朴
の
花

飯
島
　
良
子

黄
門
の
印
籠
今
で
は
忘
れ
ら
れ

物
価
上
り
年
金
そ
れ
に
追
い
つ
か
ず

笠
原
本
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
平
根
　
治

幸
せ
を
噛
み
し
め
乍
ら
老
い
を
知
る

笠
原
南
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
浩
三

藤
井
楽
寿
会
　
冨
田
　
貢

大
草
原
に

      

デ
ィ
ス
ク
が
舞
う

小
滝
　
昭
子

表
裏
一
体
の
人
生

高
壮
ク
ラ
ブ

皆
さ
ん
の
投
稿
欄
で
す

　

ひ
た
ち
な
か
市
の
国
営
海
浜
公
園
で
の
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
が
楽
し
い
。愛
好
者
に
よ
り
、海
浜
ク
ラ
ブ
が

誕
生
し
て
か
ら
、今
年
で
21
年
目
に
な
る
。

　

公
園
内
の
大
草
原
に
集
い
、月
例
会
や
自
由
参
加

に
よ
る
練
習
会
な
ど
で
、多
く
の
仲
間
と
プ
レ
ー
を
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　気軽に集まって交流ができるサロン活動を始めたいと4年前、

「うめちゃん会サロン」を立ち上げました。市民センターの建物内

だけではなく、毎年花見に行ったりもしています。写真は、そのとき

の記念撮影。

　でも、会員の加齢とともに人数が少なくなり、現在はメンバーが

35人に減ってしまいました。

　梅が丘地区高齢者クラブ連合会には5単位クラブがあり、地域

のほぼ中央に見和市民センターがありますが、地域内でも梅が丘

一丁目や姫子地区などセンターから遠い所は参加できない方が

沢山います。

　地区連の会員は230人位いますが、連合会の行事へ参加するの

は、ほとんどが役員ばかりです。どちらも抱えている問題ですが、会

員も年々少なくなり、新しい人もなかなか入ってくれません。

　何かクラブに入るきっかけがあればと思い、初めての試みです

が、今回、長寿会「おたのしみ会」を考えてみました。

　皆と一緒に遊べる「おたのしみ会」。全員の会員に回覧を回し

て、役員一同も頑張って対応しています。今回の試みが成功すれ

ば、来年も続けようと、実施に向けて張り切っています。そして、こ

れをきっかけとして、高齢者クラブ、うめちゃん会のサロンに入会し

てくだされば、幸いです。

長寿会「おたのしみ会」開催に向けて

安心して活動するための 保険のご紹介

梅が丘高齢者クラブ　青木　高子

自分自身のための
保険です

損害を補償する
保険です

補償範囲
掛け金

支払限度額

保険期間

申込方法

中途加入

掛金

お支払いする保険金

保険期間

中途加入

平成 30 年（2018 年）7月発行(　7　) 第 5 6 号 高壮だより(　7　)
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思いやりの交差点
－感動物語・挿話－

　

７
月
西
日
本
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
各
種
制
度
の
見
直

し
や
検
討
が
続
い
て
い
ま
す
が
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

加
齢
と
共
に
誰
で
も
体
力
は
衰
え
忘
れ
物
が

多
く
、
視
野
、
行
動
範
囲
も
狭
く
な
り
、
行
政

の
支
援
仕
組
み
を
利
用
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。

　

少
な
く
と
も
、
近
所
付
き
合
い
、
日
頃
か
ら

顔
を
合
わ
せ
挨
拶
、
誰
と
で
も
共
に
相
互
の
協

力
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
近
年
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
あ
っ
て

も
、
顔
対
顔
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た

時
間
、
感
謝
の
気
持

ち
で
明
る
く
楽
し
い

人
生
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

水戸市高齢者クラブ連合会　会長　岡田　浩

【
大
里
】

　

開
江
老
人
ホ
ー
ム
は
、昭
和
12
年「
救
護
法
」に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、現

在
は「
老
人
福
祉
法
」に
基
づ
い
て
設
置・運
営
さ
れ
て
い
る「
養
護
老
人

ホ
ー
ム
」で
す
。

　

一
般
に
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う
と「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
特
別
」が
付
く
の
と
付
か
な
い
の
と
で
は
、大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
対
象
者
は
介
護
保
険
の「
要
介
護
３
」以
上
で
、入
所

は
施
設
と
の「
契
約
」に
よ
り
ま
す
。

　

一
方
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、基
本
的
に
身
辺
が
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、

住
居・家
族
な
ど
の
環
境
上
の
理
由
や
、生
活
費
な
ど
の
経
済
的
理
由
に
よ
り
自
宅
で
生
活

す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
が
対
象
で
、市
町
村
長
が
入
所
さ
せ
る「
措
置
」に
よ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、水
戸
市
に
は
民
間
の
運
営
す
る
施
設
を
含
め
て
２
施
設
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。水
戸
市
立
の
ホ
ー
ム
は
、平
成
26
年
度
に
酒
門
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
荘
と
開
江
老
人

ホ
ー
ム
が
統
合
さ
れ
、今
の
開
江
老
人
ホ
ー
ム
1
ヵ
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
江
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
定
員
は
１
１
０
名
で
、６
月
１
日
現
在
80
名
の
方
が
入
所
し
て

い
ま
す
。施
設
で
の
生
活
で
は
、医
食
住
が
保
障
さ
れ
安
心・安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
反
面
、多
く
の
入
所
者
と
の
共
同
生
活
で
あ
り
、規
律
を
保
つ
た
め
の
規
則
等
も
あ
っ

て
、堅
苦
し
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

開
江
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、な
る
べ
く
杓
子
定
規
な
堅
苦
し
い
雰
囲
気
を
少
な
く
し
、外
出
が

で
き
る
方
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
買
い
物・散
歩
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、折
に
触
れ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
各
種
行
事
を
開
催
し
た
り
、畑
耕
作・花
壇
栽
培

を
は
じ
め
、双
葉
台
小
学
校
下
校
時
の
立
哨
当
番
へ
の
参
加
ま
で
、入
所
者
の
も
つ
力
を
な

る
べ
く
生
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、入
所
者
に
は
健
康
で
明
る
く
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、職
員

一
同
も
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、開
江
老
人
ホ
ー
ム
で
の
日
々
の
暮
ら
し
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　こころに響く言葉との巡り合わせには、驚きの感動
が、味わえるものです。「思いやり」の交差点、寿クラブ
の挿話です。
　思いやる心と合唱団の出会いは、一人の女性の提
案からでした。
　「この歌詞の内容が素晴らしいから、仲間に届けた
い。聞かせたい。」と、その一言から合唱団が誕生しま
した。合唱団の活躍は、驚きと感動で、常に合唱の素
晴らしさを、楽しませてくれます。

　思いやる心とふれあいサロンの出会いは、女性を台
所から解放したい、との言葉からでした。
　「女性を台所から解放する。女性に一瞬のゆとりを
お茶や食事で語らいの場を提供したい。そして、人生を
楽しんで頂きたい。」という、願いの言葉からサロンが、
生まれました。
　今では、心の拠り所、心のふれあい広場として、遊ぶ
ことの素晴らしさをコンセプトに、、趣味で結ぶ、心で結
ぶ、語らい明かす。笑顔や歓声が、仲間との友情の輪
を広げています。
　多くの仲間から支持され、心に感動を与えるもの、そ
れは、「思いやる言葉」の出会いから始まりました。
　感動は「思いやる心」で、あなたが、つくるもの。だか
ら、「思いやり」。
　ありがとう、と、心から思ってみたくなるものです。

開
江
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

思いやりの交差点
－感動物語・挿話－

寿クラブ　副会長　桑名　サチ子

水
戸
市
立
開
江
老
人
ホ
ー
ム 

施
設
長　

高
久　

精
一
郎

特
別
寄
稿

私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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